
 

国道３１号「中央⼀丁⽬交差点」が右折しやすくなります！

〜安⼼・安全な道路交通環境整備を⽬指して〜 

  
平成２９年 ７月２５日  
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広島国道事務所では管内の直轄国道における事故危険箇所等につい

て、順次事故対策を進めています。 

このたび、国道３１号呉
くれ

市にある「中 央
ちゅうおう

一丁目
いっちょうめ

交差点」におい

て、右折レーンの設置工事が完成し、利用可能となりますのでお知ら

せします。 

■完成日時：平成 29 年 7月 27 日（木）15:00～ 

■対策内容と期待される効果 

右折レーンを整備することで、右折車からの十分な安全確認が可能

となり、右折時の事故の削減等が期待されます。 

■具体的な内容については、別添のとおりです。 

広島国道事務所からの 
お  知  ら  せ



整備前
下り線の右折車と対向直進車や横断歩行者
の事故が多発！

交通事故対策｜国道31号 ［呉市］

7月27日 中央一丁目交差点が

右折しやすくなります！

■呉市中央一丁目地内の国道31号にある中央一丁目交差点
は、死傷事故率356件/億台キロで、 5年間に10件の事故が
発生しており、事故危険箇所に指定されています。

■右折レーンを整備することで、右折車から十分な安全確認が
可能となり、右折時の事故の削減が期待されます。

整備後
右折レーンの整備により、対向直進車への視認性が向上！
十分な安全確認が可能となり右折時の事故の削減が期待されます！
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事故危険箇所とは

死傷事故率が高く、又は死傷事故が多発している特定の
箇所に対して、集中的に交通事故対策を実施する取組み
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右折車と対向直進車の事故（4件）
（要因：対向直進車が見にくい）

右折車と横断歩行者の事故（2件）
（要因：対向直進車に気をとられ

歩行者への注意が散漫に）

中央一丁目交差点

中央一丁目交差点

死傷事故率とは
１万台の車が１万㎞走行した場合に起こる死傷事故件数

中央一丁目交差点

写真①

右折待ち車両の死角となり
対向直進車が見にくい
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事故類型別
（H23‐27年）

出典：
広島国道事務所資料

右折車が
関与する事故が
計6件（60％）発生

植栽帯や対向右折車で
対向車線が見にくい

写真①

右折レーンの整備により
対向直進車が見やすくなる

改良point

 右折レーンを設置
 右折レーン同士を正面に配置

視認性が向上し、
横断歩行者への注意力も高まる

※国土地理院の電子地形図（タイル）に所在地を追記して掲載


